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ごあいさつ

２０１９年度の取り組み

　経済面におきましては、消費税が増税され、消費税軽減
税率制度の導入やキャッシュレス消費者還元事業の影響も
あり、予想されたほどの混乱はありませんでしたが、今後の
消費動向が気にかかるところです。
　また、元号が平成から令和へと移り変わり、新たな時代
が幕を開けました。２０２４年にお目見えする新一万円札の
肖像には、東京商工会議所の初代会頭である渋沢栄一翁
が選定され、これまで以上に商工会議所に対して注目が集
まっています。
　今後も会員一同で連携を深め、商工会議所活動の一翼を
担う団体であることを再認識し、女性経営者としての資質向
上に努めていく所存でございますので、これからも、ご指導
賜りますようお願い申しあげます。
　最後になりましたが、会員皆様の事業所の発展とご家族
共々のご健勝とご多幸を祈念いたしましてご挨拶とさせてい
ただきます。

　会長に就任させていただいてから、早や２年が経過しよう
としております。月日が経つのは本当に早いものであると感
じております。
　会員皆様のご支援、ご協力により滞りなく事業の展開を
進めることができました。誌上をおかりして深く感謝申しあ
げます。
　昨年を振返りますと、全国各地で多くの自然災害に見舞
われ、広範囲で甚大な被害があり、自然の恐ろしさを改め
て思い知らされました。災害に遭われました皆様には心より
お見舞い申しあげます。

〈滋賀県商工会議所女性会連合会事業〉
● ６月２４日（月）　　定時総会　
● １０月１６日（水）　視察研修会

〈全国商工会議所女性会連合会事業〉
● ９月４日（水）～６日（金）
　　　　　全国商工会議所女性会連合会　鹿児島大会

〈関西商工会議所女性会連合会事業〉
● ６月１４日（金）　関西商工会議所女性会連合会　京都大会

〈草津商工会議所女性会事業〉
● ４月２４日（水）　　定期総会　
● ７月２２日（月）～２３日（火）
　　　　　　　　　　　総務グループ事業
● ８月６日（火）　　　親睦グループ事業
● １１月２７日（水）　研修グループ事業
● １月３０日（木）　　親睦グループ事業
● ２月１９日（水）　　研修グループ事業

　この２年間、田中会長をはじめ、会
員の皆様方のご指導を仰ぎながら精
一杯努めさせていただきました。
　また、当女性会活動に対し、格別
のご理解・ご協力を賜り、誠にあり
がとうございました。
　私の任期も残すところわずかとなり
ましたが、今後ともご指導・ご鞭撻
の程、お願い申しあげます。

　今年度も残すところわずかとなりま
したが、皆様のご協力により、役務を
全うすることができました。
　今後も会員が互いに協力し、自己
研鑽に励み、地域に貢献できるよう、
微力ながら努めて参ります。
　当女性会が益々発展するよう皆様
のご協力をお願い申しあげます。

新入会員募集中
入会資格

年会費

主な事業

草津商工会議所会員の女性経営者、経営者の妻、女性従業員

24,000円（前期・後期に分けて納入）

知識向上の講演会、先進地視察研修会、全国、関西、県女性連合会の事業への参加

詳細につきましては、草津商工会議所女性会事務局まで
お気軽にお問合せ下さい。

草津商工会議所女性会
グループメンバー

【編集後記】
　本年は東京２０２０オリンピックが開催される年です。
昨年は日本各地で災害に見舞われ、多くの方が被災され
ましたが、日本代表選手の活躍により、日本国内に勇気
と活力を与えてもらいたいと切に願っています。
　本年も皆様の寄稿により、くさぶえを発行させていた
だくことができました。ご協力をいただいた皆様に誌面
をお借りし、お礼申しあげます。

総務グループ一同　

総務グループ
総務グループ長　
喜久川　清子

知識向上の研修会、
広報誌の編集などの企画

活動内容

メンバー

中村　啓子　　杉本登代子　　井上友紀子
清水　節子　　徳地　政代　　松田　泰子
松田　優子　　村岡　節子　　山本　善美

親睦グループ
親睦グループ長　
白井　喜美江

会員親睦会、
新年会などの企画

活動内容

メンバー

遠藤　陽子　　木村八重子　　石本恵津子
伊勢村絹枝　　井上　秀子　　井原由紀子
遠藤　　通　　北口　優里　　辻　　博子
中川　幸子　　中島　誉子　　横江　好美
�田　禮子研修グループ

研修グループ長　
瀬川　恵子

先進地視察研修事業、
経営学習会などの企画

活動内容

メンバー

山元　正子　　田中　幸子　　飯沼喜代子
河田美智子　　木村　百江　　園内　　恵
多々良世津子　　棚橋　清子　　富田　劭子
福井　敏子　　松浦　節子　　吉田百合子
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親 睦 深 まる納 涼 会

　８月６日（火）、２０人参加のもと、会員相互の親睦・連
携を深めることを目的として、納涼会を開催いたしました。
　今回の納涼会では、酷暑が続く中、守山市の㈱宝山園に
て涼を取り、和やかな雰囲気の中、お食事を楽しみました。

２０１９年度事業計画・収支予算を承認
～親睦グループ事業～～定期総会～

　４月２４日（水）、２０１９年度定期総会をクサツエストピ
アホテルにて開催いたしました。
　冒頭、田中会長
による挨拶の後、
平成３０年度事業
報告・収支決算、
２０１９年度事業
計 画（案）・収 支
予算（案）につい
て審議を行ない、
原案通り承認され
ました。

資質向上のための視察研修会

　２月１９日（水）、会員の資質向上を目的として、視察研
修事業を開催いたしました。
　今回の研修では、ＮＨＫ大阪放送局にて、放送番組の制
作過程等を見学し、現代社会における情報の重要性を学ぶ
ことができました。
　また、大
阪 歴 史 博
物館では、

「都 市おお
さか」の歴
史と文化に
ついて理解
を深めて参
りました。

気持ちを新たに　新年会
～研修グループ事業～～親睦グループ事業～

　１月３０日、当女性会の毎年の恒例事業となっている新
年会を開催いたしました。
　冒頭、橋川市長および北村会頭より、年頭のお言葉をい
ただき、女性会員一同、気持ちを新たにしました。
　加藤専務理事による乾杯発声後の歓談は、終始和やか
な雰囲気となり、充実した時間を過ごすことができました。

滋賀県商工会議所女性会連合会
定時総会

　６月２４日、１０人参加のもと、グランパレー京岩にて開
催されました。滋賀県商工会議所女性会連合会 岡澤会長
が議長となり、全３議案について審議し、全議案満場一致
で承認されました。その後、講演会が開催され、長浜あざ
いあっぱれ祭
り実行委員会
の中村直前会
長を講師にお
迎 え し、「浅
井地域のまち
づくりとあっ
ぱれ祭り」を
テーマにご講
演いただきま
した。

滋賀県商工会議所女性会連合会
視察研修会

　１０月１６日、１３人参加のもと、㈱平和堂の代表取締役
会長兼ＣＥＯで彦根商工会議所副会頭の夏原平和氏より、
自社の経営理念や人材育成等の取り組み等についてご講
演いただいた後、「オープンオフィス化によるワークスタイル
の改革」をコンセプトに、コミュニケーションを重視した働
きがいのあ
る 生 産 性
の 高 い 職
場の実現を
目指し、設
計・デザイ
ンされてい
るオフィス
内を視察い
たしました。

第５１回全国大会 ～鹿児島大会～

　９月４～６日、１１人が、全国商工会議所女性会連合会
の第５１回鹿児島全国大会に参加いたしました。
　本大会には、全国より２７００人を超える女性経営者らが
集結し、記念式典や記念講演、大懇親会が開催されました。
　「おじゃったもんせ！～さつまおごじょのおもてなし～」を
テーマに、
全 国 の 女
性 経 営 者
の 交 流 の
輪を広げる
ことができ
ました。

第３１回関西大会 ～京都大会～

　６月１４日、本年度の関西商工会議所女性会連合会の京
都大会が京都ホテルオークラにて開催され、当女性会より、
１８人が参加いたしました。
　「Ｋｙｏｔｏ・未来創生～新たな次代へ～」をテーマに、
京都の魅力がたくさん感じられる大会となり、関西一円の
女 性 経 営
者 が 一 堂
に会し、情
報 交 換 や
交流を行い
ました。

資質向上のための一泊視察研修

　７月２２日～７月２３日、１８人の参加のもと、総務グルー
プ事業として、県外視察研修を開催いたしました。
　初日は、養命酒　駒ケ根工場を訪問させていただきまし
た。「伝統と科学の融合」を合言葉に１４種類もの生薬を原
料として、長年の経験により培われた技術によって養命酒
を製造されておられます。更に、全工程にわたって、独自の
厳しい品質管理や作業基準を設けて品質の安定化に努め
ておられることを学びました。
　２日目は、駒ヶ岳ロープウェイや千畳敷カールで絶景を満
喫し、道の駅 花の里いいじまでは、施設としての集客工夫、
提供サービス等について学びました。

青 年 部との 合 同 事 業
～総務グループ事業～ ～研修グループ事業～

　１１月２７日、２２人の参加のもと、クサツエストピアホテ
ルで青年部との合同事業を研修グループ事業と位置付
け、「からだもこころも元気になろう！～いつまでも健康で幸
せに過ごすために～」と題し、京都大学名誉教授の森谷敏
夫氏による講演会を開催いたしました。
　森谷講師より、豊富な研究データをもとに怪我や病気に
対する予防法を学びました。
　本事業を通じ、新たな気づきや学びを得ただけでなく、
青年部との強い絆を再認識することの出来た大変充実した
事業となりました。


